
  

  

  

100年
ねん

フード味
あじ

めぐり 

ほうとう 
 ほうとうは古

ふる

くから山梨
やまなし

県民
けんみん

に親
した

しまれ

てきた郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

です。手
て

打
う

ちした麺
めん

を下
した

 

茹
ゆ

でせずに、かぼちゃや大
だい

根
こん

などの具材
ぐ ざ い

と

一緒
いっしょ

に煮込
に こ

んで作
つく

ります。その方法
ほうほう

は、手間
て ま

  

いらずで、一
ひと

品
しな

で満足
まんぞく

できる家
か

庭
てい

料
りょう

理
り

と 

して受
う

けつがれてきました。 

【こんだて】 

むぎごはん  ぎゅうにゅう 

いわしのうめに 

もやしのごまずあえ 

ほうとう 

 ほうとうは、稲作
いなさく

が適
てき

さない山間
さんかん

で、米
こめ

に代
か

わる主食
しゅしょく

として

古
ふる

くから親
した

しまれてきました。そのため、「ほうとうめん」を  

打
う

つことは嫁
よめ

入
い

り修
しゅ

行
ぎょう

ともされていました。また、ほうとうは

平安
へいあん

時代
じ だ い

から貴
き

族
ぞく

が儀
ぎ

式
しき

等
など

で食
た

べていたことが知
し

られて   

います。現在
げんざい

も、季
き

節
せつ

を問
と

わず食
た

べられる料
りょう

理
り

で、特
とく

に冬
ふゆ

場
ば

は 

体
からだ

が温
あたた

まる食
しょく

事
じ

としてよく食
た

べられています。 

山
やま

梨
なし

県
けん

 

11月
がつ
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全国各地の 100年フード HPより 

山
やま

梨
なし

県
けん

で親
した

しまれている「ほうとう」 

「100年
ねん

フード」とは・・・ 

 地
ち

域
いき

で世
せ

代
だい

を超
こ

えて受
う

け継
つ

がれてきた食
しょく

文
ぶん

化
か

を、100年
ねん

続
つづ

く食
しょく

文
ぶん

化
か

「100年
ねん

フード」と名付
な づ

け、継承
けいしょう

していくことを目指
め ざ

す取組
とりくみ

です。 


